
対象学科 授業科目

氏　名 授業の方法 単位数

実務経験 有 無

対象学年 2 年生 70 時間 学   期 前期 後期 通年 ○

1 財務諸表論の全体構造、会計公準・会計原則

2 概念フレームワーク

3 財務諸表、計算書類等

4 損益会計総論

5 工事契約会計、税金

6 税効果会計

7 資産会計総論、現金及び預金

8 金融商品会計の概要

9 金銭債権

10 有価証券

11 デリバティブ取引

12 棚卸資産

13 有形固定資産

14 リース会計

15 固定資産の減損会計

16 無形固定資産

17 研究開発費・ソフトウェア、繰延資産

18 負債会計、金銭債務

19 引当金、退職給付会計

20 資産除去債務

21 純資産会計、株主資本

22 新株予約権、分配可能額

23 会計上の変更・誤謬の訂正、外貨換算会計

24 製造業会計

25 企業結合会計、事業分離会計

26 連結財務諸表

27 四半期財務諸表、包括利益計算書

28 キャッシュ・フロー計算書

29 財務諸表等規則

30 収益認識に関する会計基準

① 定期考査 40点

② 出席 30点（30×出席率）

③ 提出物 10点

④ 学習状況 20点

・ 合格テキスト　日商簿記2級　商業簿記（TAC出版）

・ 合格テキスト　日商簿記2級　工業簿記（TAC出版）

・ 本試験問題集　日商簿記2級（TAC出版）

【授業評価方法・注意】　

【教科書等】

　本校の規定に基づき、次の割合で総合的に評価する。

【授業計画】

岡山商科大学専門学校　2024年度授業シラバス

事務職養成　学科 財務諸表論

川村　裕美 講義 4

年間授業時数

【授業目標】

【到達目標】

状況に応じて、日本商工会議所主催簿記検定試験２級の学習から、税理士試験科目である財務諸表論の学習に発展させる。既習のもの

を生かしながら、新たな内容も学習する。

・日本商工会議所主催簿記検定試験２級の合格

・上記目標が達成されたのち、税理士試験科目のうちの１つである、財務諸表論の知識の習得

長年に渡り高等学校で商業教育に従事した。


